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遊休化していた住宅展示場などを実
習の場として、加子母木匠塾に参加す
る学生が施設の改修に取り組んだ

活動エリア
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加子母地区

長野県

岐阜県

林業が盛んな加子母では30年以上にわたり、建築を専攻する大学生が集まる「加子母木匠塾」を開催している

NPO法人 かしもむら
岐阜県中津川市

若者と地域が共に育むコミュニティ工房を創ろう

住まい活動助成

団体設立経緯
　NPO法人かしもむらは、岐阜県
中津川市加子母地区において、人
口減少や少子高齢化が進行する中
にあっても地域資源を活かした持
続可能な地域づくりを推進すること
を目的に設立されました。林業や
木材産業が盛んな地域特性を基盤
に、地域資源の活用や移住定住支
援、文化継承、生活扶助など多様
な地域づくり活動に取り組んでい
ます。特に30年以上継続する「加
子母木匠塾」を通じて、全国の大
学生と地域との関係人口の創出と
人材育成を進めてきました。

活動概要と活動対象範囲
　本事業は、伊勢神宮式年遷宮
の御神木の里として知られる中津
川市加子母地区全域を舞台に展開
しました。参加したのは京都大学、
京都工芸繊維大学、京都芸術大
学、滋賀県立大学、立命館大学、
金沢工業大学、名城大学、東洋
大学の8大学で、年間登録者数は
403名、うち夏合宿参加者は298
名です。主な活動拠点は、産直住
宅の発信拠点として官民一体で整
備された「かしもひのきの家 住宅
展示場」であり、老朽化が進んでい
たこの場所を、学生・地域住民な
どが日常的に集う「コミュニティの
拠点」へと再生させることを目指し、
施設整備と文化継承の2本柱で活
動を推進しました。

活動に至った理由や背景
　30年前は3500人を数えた加子
母の人口も現在では2300人まで減
少し、最盛期に20社以上あった製
材所は8社に減りました。工務店や
職人も大きく数を減らし、地域コ
ミュニティの維持が深刻な課題と
なっています。こうした状況におい

て、「加子母木匠塾」として30年以
上にわたり積み上げてきた大学と
地域の協働の試みは現在、関係人
口を構築していく事例として注目を
集めるようになりました。そこで、
老朽化が進む住宅展示場の活用が
課題となる中、遊休施設をコミュ
ニティ工房として再生し、学生の創
造力と建築技術の継承を地域の持
続可能性に直結させることを目指し
て、本事業に取り組みました。

活動内容と成果
● 住宅展示場の改修：コミュニティ
工房の誕生
　本事業は、産直住宅の発信拠点
として整備されながら近年は遊休
化が進んでいた「かしもひのきの
家 住宅展示場」を、学生や地域住
民、来訪者が協働して使えるコミュ
ニティ工房へと転換するプロジェク
トとして展開しました。春以降、加
子母木匠塾に参加する学生たちは
現地調査や測量、設計を重ね、8
月には8大学298名が加子母に滞
在し、約3週間の合宿形式で施設
の改修に取り組みました。地元工
務店や製材所からの技術指導と材

料提供を受けながら、関係者との
協議から木材の加工・組立てに至
るまでを自らの手で進め、実際の
建築現場のプロセスを体験的に学
びました。
　メインとなる改修は、ログハウス
棟の内装整備とコミュニティ工房
化です。元々住宅展示場の管理
棟としての用途であったため残さ
れていた畳のスペースを取り払い、
壁面には工具などを収納する造り
付けの家具、さらに机や椅子など
を製作して作業スペースを確保し
ました。外部には加子母川と加子
母森林組合の木材市場が見渡せる
ウッドデッキを新設しました。屋
内外が連続する空間を形成するこ
とで、ものづくりと交流が同時に
生まれる場となっています。
　他にも、NPO活動拠点施 設に
は加子母川の流れにインスピレー
ションを得た曲線状の縁側を新設
し、国道に面した洋風住宅のモデ
ルハウスのファサードは、厚みの異
なるひのき板と市松模様のルーバー
で刷新しました。施工中から地域
住民が見学に訪れ、拠点整備その
ものが交流の機会となりました。
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農 機具 小屋の再
建 には、 別 の 解
体した 建 物 から
出た古 材 を活 用
し、 手 間 をか け
て構造材として再
生した

2025年10月 に
開 催 し た「 木
匠祭」では、改
修した 施 設 を
会 場 にさまざ
まな企 画を展
開した

す「白象（びゃくぞう）」の製作です。
樹齢千数百年といわれる国指定天
然記念物・加子母大杉のたもとに
位置するこの地区とは、これまで
もバス停や東屋、倉庫の製作など
長年の関わりが続いています。毎
年8月に開催される「なめくじ祭り」
への参加も、学生たちにとって楽
しみの1つとなっています。
　白象はこれまでは他所から借り
ていましたが、自ら用意しなけれ
ばならなくなったと地元の自治会
長から相談を受け、学生たちが大
阪万博で関わった経験を活かして、
ねぶたの様式で製作することにな
りました。学生たちは春休みを利
用して製作に取りかかり、現在は骨
組みに和紙を張り、地域の祭りを
象徴する白象の製作がコミュニティ
工房で進められています。
　4月25日の春祭りでは、地域の子
どもたちとお練りの巡行を予定して
おり、工房が地域の伝統的な祭り
の継承の場としても機能し始めまし
た。コミュニティ工房という「日常
的に人が集える場所」があって初め
て生まれた取り組みであり、学生が

「実習生」から「地域の一員」へと変
わりつつあることを象徴しています。
● 地域全体をキャンパスとした学
びへの展開
　これらの取り組みは、「地域全
体をキャンパスにした学びの場づく
り」への確かな足がかりとなってい
ます。加子母木匠塾に参加する8
大学に加え、林業を学ぶ岐阜県立
森林文化アカデミー、地質・防災
を研究する富山大学、至学館大学
など分野の異なる教育機関が加子
母という地域に関わり始めており、
建築、林業、防災、教育が交差す
る「地域キャンパス」の形成が見え
始めています。コミュニティ工房と、
次年度整備を目指す空き家を活用
した実践ラボ（滞在拠点）がそろう

ことで、短期のイベント参加にとど
まらない継続的な関係が育まれ、
将来的な移住・定住や地域の担い
手育成へとつながる道筋が開けて
いきます。
　25年度は、住宅展示場が「展示
する場」から「地域と外部をつなぐ
拠点」へと転換した年です。農機
具小屋の再建と白象ねぶたの製作
に象徴されるように、コミュニティ
工房は「地域の要望に応える場」「文
化を支える場」「人が集い続ける場」
として、その機能を確実に深めて
います。31年間で延べ5000人以
上の学生を迎えてきた加子母にお
いて、この工房の誕生は、学生と
地域が「夏に来てつくって帰る」関
係を超えて、年間を通じて関わり
続ける新たな段階の始まりを告げ
るものとなりました。

課題と解決方策
　本事業の最大の課題は、加子母
に関わる学生たちへの継続的なサ
ポート体制をいかに整えるかという
点です。建築や林業、防災、教育
といった分野の異なる大学などが
地域に関わる機会が増える中、地
域と学生の役割を整理し、学生が
安心して地域に入り込める環境を
整えることが急務です。初めて加
子母を訪れる学生への地域情報の
提供、滞在中の生活サポート、活
動後の振り返りと引き継ぎが断片
的であり、年度をまたいだ知識や

関係性の蓄積が難しい状況です。
　この解決に向けて、NPO法人か
しもむらが中心となり、大学間・
分野間で情報共有や活動計画を調
整する協議の場を設け、世代交代
があっても学びと関係性が地域に
蓄積される体制を構築します。ま
た、コミュニティ工房と実践ラボ（滞
在拠点）を整備することで、学生が
地域に滞在しながら住民と日常的
に関わる機会をつくり、短期実習
では得られない継続的な関係を育
んでいきます。

今後の予定
　25年度は、コミュニティ工房の
誕生によって木匠塾が「夏のイベン
ト」から「地域に根ざした通年の営
み」へと転換し始め、次の30年に
向けた出発点となった年です。今
後はこの手応えを確かなものにす
るべく、伝統的かつ循環型のもの
づくりや、地域文化と結びついた
創作活動を継続・発展させます。
　また、5000人超の卒業生という
他に類を見ない関係人口の資源を
活かし、卒業後も加子母に関わり
続けられる仕組みづくりに本格的
に取り組みます。人口減少と林業
衰退という農山村共通の課題に対
して、加子母から「大学と地域が
30年かけて育てた協働モデル」を
発信し、全国の農山村における大
学と地域との協働の参考事例とな
ることを目指していきます。

特定非営利活動法人かしもむら
2015年1月法人設立／メンバー数：正会員493人、賛助会員192人／代表者：中島 
紀于（なかしま・のりお）
●508-0421　岐阜県中津川市加子母3519-2

0573-79-3669　 0573-64-8020
npo@kashimo.jp　 www.kashimo.jp/
www.facebook.com/profile.php?id=100080361921049　 kashimomura

私たちは、加子母地域の豊かな自然・文化・人を守ることを目的として、山村地域
のコミュニティの維持・再生に関わる活動に取り組んでいます。

● 木匠祭：地域と学生が一体と
なったお披露目
　2025年10月には施設のお披露
目を兼ねて「木匠祭」を開催しまし
た。大学生バンドや地元の小中学
生、コーラスグループが参加する
ステージイベント、木工体験ワーク
ショップ、木製ゲームコーナー、絵
手紙・書道教室など、学生と地域
住民が趣向を凝らした企画を展開
し、世代を超えた笑顔と会話があ
ふれました。学生にとっては地域の
人と直接関わる機会となり、地域
にとっても若者との新たな接点が
生まれる場となりました。
● 工房を核とした多様な活用の広がり
　木匠祭とは別に、コミュニティ
工房と住宅展示場を舞台とした多
様な活動が通年で展開されました。
観光名所でもある明治27（1894）
年創建の芝居小屋「かしも明治座」
が近接することもあり、インバウン
ド旅行客を対象とした郷土料理体
験「Kashimo Cooking Class」を試
行しました。食と空間を通じて加子
母の暮らしを海外からの来訪者に

伝える新たな取り組みであり、住宅
展示場が観光・交流の拠点としての
可能性を持つことを示しました。
　また、地域の子どもたちの居場
所づくりを目的とした「縁側プロ
ジェクト」も実施し、新設した縁側
スペースが子どもたちの日常的な
遊び場・集いの場として機能し始
めています。これらの活動を通じ
て、住宅展示場は「展示する場」
から「地域の日常に溶け込む拠点」
へと確実に変化しています。
● コミュニティ工房が生み出した
新たな展開
　コミュニティ工房の誕生によっ
て、学生と地域の関わりの質が変

わり始めました。工房は単なる作
業場を超え、「地域の具体的な要
望に応える実践の場」として機能し
始めており、これまでにない2つの
取り組みが生まれています。
　1つ目は、古材を活用した農機
具小屋の再建です。20数年前に加
子母木匠塾が製作した農作業小屋
が老朽化により解体されることに
なり、地域の方と学生が相談した
結果、新築ではなく古材を活かし
て再建する取り組みに発展しまし
た。使用した材料は、別途解体が
進んでいた建物から発生した古材
です。1本ずつ状態を確認しなが
ら再利用可能な部材を選別し、刻
み直して構造材として蘇らせる作業
は、新材を使う建築とは異なる難
しさがあります。しかし、この「木
を使い切る」実践こそが、森から建
物、解体、そして再生へという地
域資源の循環を体感する学びの場
となりました。
　この取り組みの意義を広く伝える
ため構造部分は東洋大学ほかで展
示、さらに26年5月には京都市内
のイベントで展示予定となっていま
す。「木を使い尽くす」実践は、間
伐未利用材や製材所から出る端
材・樹皮の活用とともに、コミュニ
ティ工房を拠点とした循環型のも
のづくり学習の核として発展させて
いく予定です。
　2つ目は、大杉地蔵尊の春祭り

「花まつり」で境内や町内を引き回


